
毎月25日までにWeb申込み、
月末までに保険料お振込み
いただいた場合、翌月１日
午後４時より補償開始

秘密の漏えい（内、情報漏えいに起因する事故については、サ
イバーリスク保険（特約）・サイバーリスク保険〈情報漏えい限定
補償プラン〉（特約）で補償されます。）

（8） サイバー攻撃に起因する損害 等



2023

WEB こちらの二次元コードからも
アクセスできます

2024

9:30～12:00、13:00～17:00平日

2024年1月作成　23TC-007339

●年間保険料は、保険期間2023年12月1日午後4時から2024年12月1日午後4時までの1年間のものです。
※保険料は、ご加入時に１年分（中途加入の場合は加入月数分）を一括してお支払いいただきます。

・この保険は、加入依頼日の事務所人数で保険料を算出します。
・事務所人数とは、開業社労士の場合は「開業社労士１名とその他職員人数」、社労士法人の場合は「法人の社員数とその他職員人数」をいいます。
・社労士法人の場合は、法人の代表者が、従たる事務所の人数を含む法人全体の人数により保険料を算出してください。

A

1請求当たり 保険期間中
年間（12ヶ月）

（a）開業社労士・
     法人の社員

(b)その他職員   開業社労士・
法人の社員

その他職員   

支払限度額

タイプ

B
2,040円

2,760円

3,000円C

13,200円

17,760円

20,160円

6,000万円

9,000万円

3,000万円

保険料（1名あたり）

（参考）１ヶ月あたり

170円

230円

250円

1,100円

1,480円

1,680円

2,000万円

3,000万円

1,000万円

保険料計算方法1

本保険は、加入依頼日の開業社労士もしくは社労士法人の社員数とその他職員人数により年間保険料を算出し、確定します。したがって、
保険期間中に、保険料計算の基礎となる事務所人数に変更が生じても、変更のお手続きは不要です（保険料の追加、返戻は行いません。）。
※ただし、個人でご加入の方が法人を設立した場合は、事務所人数の変更の有無にかかわらずお手続きが必要です。

※免責金額（自己負担額）：１請求あたり１０万円

保険料算出における人数の取扱い

保 険 料

ご注意！

■年間保険料（２０23年１２月１日～１年間でご加入の場合）
【計算式】年間保険料は、人数×年間保険料で計算します。

（a）開業社労士・法人の社員
 年間保険料

その他職員人数 （b）その他職員
年間保険料

年間保険料
＋ ＝×

・開業社労士は1名
・社労士法人は
 社員数（＊1）

×名 円 名 円 円

●ご更新で変更手続がない（自動更新）場合、前年同等の内容で更新されます。
※開業社労士・法人の社員とその他職員で保険料が異なります。
＊1「 社労士法人」の社員とは社労士法人の出資者であって、業務を執行する権利義務がある方で、社労士法人に雇用される従事者以外の方です。

ご希望の契約タイプと、事務所人数（開業社労士の場合は「開業社労士１名とその他職員人数、社労士法人の場合は「法人の社員数（＊1）とその他職員人数」）により、保険
料を計算します。
更新保険料の算出における人数の取扱いは、更新期間中（2023年 9月 8日～10月13日）の人数により算出してください。

保険期間中の人数変更について2

●その他職員とは社労士事務所もしくは社労士法人に所属し、社労士業務に関与する全ての方々（事務所に勤務する勤務社労士、事務職員など
の従業員）を言います。社労士業務に携わらない方（経理業務のみ等）や、産休、育休等で休業中の方は人数に含める必要はありません。
なお、社労士が行政書士・税理士等を兼業し、事務職員が兼任している場合や、社労士業務に関与されている場合は人数に含みます。

●臨時の職員の場合、年間を通じて３０日以上雇い入れることになる場合は、人数に加えてください。
●短時間労働者（パート）の場合は、加入依頼時におけるパート全員の１週間の合計延べ労働時間をもとに人数を規定します。合計延べ労働時間

を４０時間で割り、算出した数の小数点以下を切り上げてください。
（例）週２日４時間のパートが１名、週３日５時間が１名：（４時間×２日×１名＋５時間×３日×１名）÷４０時間＝０.５７５⇒１名

週５日５時間のパートが２名の場合：（５時間×５日×２名）÷４０時間＝１.２５⇒２名


